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平成12年から平成16年にかけて ｢ドイツ語コミュニケーション｣という科目を担当した｡1)

この授業についての報告という形で､話し聴く能力養成を目的とするドイツ語授業のあり方､

問題点などを考察したい｡半期を二人の教員で分担した12年度以外の14年度､16年度を中心に

論を進めたい｡

1. ドイツ語授業の三つの型から

ドイツ語授業のあり方を考えるにあたって､まず最初にドイツ語授業を典型的な3つの型に

分類してみた｡この分類と考察は既に多くの ドイツ語教員の共通認識になっていると思うが､

私の ｢ドイツ語コミュニケーション｣授業の方法を考える上で一応確認しておきたい｡

第一の型は､私も長い間苦しみながら行って来た､日本の多くの大学の教養教育におけるド

イツ語授業の方法で､週1,2回で一回90分程度の授業を1クラス50-70人で行 うものである｡

このような条件から､授業方法は応答練習中心ではなく､教師による文法解説と文章読解が主

となる｡

次に､その対極とも言える第二の型が ドイツ語圏で ドイツ語母語話者によって原語のみを使

用して行われる授業である｡これはほとんどの場合､20名以下のクラスで行われている｡話す

聴くのみではなく､読む書くも含めた4技能に渡り､文法も含まれるが､ ドイツ語のみで行わ

れることから､話し聴くの技能が前面に出てくる｡当然､訳ということは問題にならない｡

実際に行われている授業の大半は､これら二つの両極端とも言える形式だが､この中間形態

の授業も行われている｡つまり､ ドイツ語のみでも日本語のみでもなく両方を使用する型であ

る｡私が ｢ドイツ語コミュニケーション｣で試みたのもこの第三の方式に分類されるだろう｡
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(1) 日本語による文法解説型授業

第一の授業方法は､実際のところ誰もが理想的だと思って実施している訳ではないが､日本

におけるこれまでの第二語学教育の長い歴史において､この型が大勢を占めて来た｡それは､

これを変革することが不可能に近かったからである｡ ドイツ語教師の誰もが少人数のクラスサ

イズを願ってきたと思う｡しかしそれは､各大学の語学担当教員の数､また各教員の担当する

コマ数に制約される｡ この制約のために長い間50名以上のクラスサイズが当然ということで推

移してきた｡宮崎大学のように､未だに60-80名というクラスサイズの例も珍しくないと思う｡

そんな条件の中で､反復練習による習熟が必要な､話し聴く能力養成の授業を期待されても

無理である､というのが実情だった｡おそらく多くの語学教員がこの状況打開のために予算や

定員を要求して来たが､それは旧文部省のみならず大学や学部内での理解も得難く極めて困難

だった｡あまりに長い間50名以上のクラスで行われて来た結果､他の領域の教員にも少人数ク

ラスの要求は容易に受け入れられなかった｡ある領域の教員を増やせば､どこかが減る構造に

なっているのが普通だからである｡

人事､予算面で旧文部省に大きく規定されていた国公立では上のような事情であるが､私立

大学においても国公立の授業形態が影響し､50名程度のクラスが普通とされて来た｡むろん一

部には経営者により特に語学に重点を置いた予算が組まれ､小クラスサイズが実現されている

ところもあったと思うが､主流になるには至らなかった｡

私は大クラスサイズでは､話し聴く能力養成を目的とした授業は基本的には無理だと考えて

いる｡そのような目標は､学生が何度も応答練習することが可能な少人数クラスでこそ可能だ

と考え､教養の選択必修の授業では話し聴く能力養成を重点においたことはなく､辞書を持て

ばある程度の ドイツ文を理解できるということを目標に置いて来た｡

(2) 原語による応答練習型授業

第二の､主に ドイツ語圏で行われている少人数クラスで週に3回以上の ドイツ語母語話者に

よるドイツ語のみを使った授業方法は､話し聴く能力養成には大きな効果を挙げていると思わ

れる｡私自身も何度かこの種の授業を受けたが､受講者は第一の授業方法とは全く異なる姿勢

で授業に望む｡大まかに言えば､第一の授業方法が演樺的､体系的､説明的なのに対し､第二

の場合では､帰納的､事例的､応答練習中心の方法によっていると言えるだろう｡常に聴き話

す､すなわち受け答える体勢が要請され､ゆっくり文の構造を考えるような思考回路よりも､

聴き取った文章から注目すべき言葉を拾い､情報を得て応答することが重要になる｡応答にあ

たっても､構造や語尾変化の正しい文章を作るよりも､単語や句の断片でも相手に何かを伝え

ることが主眼となる｡ これは同じドイツ語に対するアプローチであっても､第一の授業方法で

要求されるものとは全く異なっている｡こうした応答の訓練は､毎回の ドイツ語のみによる授

業で繰り返され､反応する能力は高められて行く｡

そしてこの第二の授業方法の､第一のものとの最大の違いは､これらの授業が主にドイツ語

圏で行われていて､クラスでの応答の訓練が､教室の外-出るや否や直ちに活用され得る状況

にあることである｡このことは応答訓練がクラス外で実地に試される効果ばかりでなく､学習

者のモチベーションにも大きな差を生む｡学習の成果が直ちに生活の向上につながるため､ ド

イツ語を学ぶ意欲が高まる｡ これは､教室の一歩外にでれば ドイツ語とは無縁の世界が広がっ

ていて､応答訓練は教室内だけの出来事に過ぎない日本での授業とは大きく異なる｡
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以上のように ドイツ語圏での第二の授業方法が聴き話す能力開発に効果的であることは明ら

かである｡

(3)両者の折衷型授業を行った理由

平成11年宮崎大学教育文化学部に地域文化課程が出来､そのカリキュラム中に ｢コミニュケ-

ションドイツ語｣が設けられて､これを担当することになった時､教養の授業とは異なり､受

講生は主として同課程の学生なので少人数クラスとなり､従来できなかった聴き話す能力養成

を目標にする授業が可能になったと考えた｡また､この授業科目もそうした教育目標を考えて

設定されたものであった｡2)

しかしこの授業の条件はクラスサイズは適正だが時間数が乏しいのが難点である｡ ti) 半期

のみで週一回の授業であることが､繰 り返しや訓練の必要なコミュニカテイブな授業を難しく

している｡しかし､クラスサイズの点では恵まれた環境なので､試行する価値はあると思えた｡

ただ､日本でも一部行われているドイツ語のみによる授業を行 う能力は私にはない｡7,8年

前､正規の授業の枠外で､ ドイツでの4- 8週間の語学講習を受けた後の学生に､ ドイツ語の

みの授業を半年間試みたことがあるが､自分の能力不足もありドイツ語だけの授業は出来ず､

日本語も使 う折衷型にならざるを得なかった｡ ドイツ語のみによる授業は ドイツ語母語話者か

それに近い能力を持った教師でないと難しいと思う｡4) 聴かせる学生のためにも､正しい ド

イツ語を自然な速度で話すことができなければならないからだ｡そこで､｢コミュニケーショ

ンドイツ語｣においても､私は学生-の応答練習のみをドイツ語で､その他は日本語で行 う授

業を試みた｡

このような形の授業を試行 したのは､上に述べたように自分の能力の欠如からでもあったが､

場合によっては日本人学生にはこの方が適しているかもしれないという思いもあったからであ

る｡

原語のみによる授業は､ ドイツ語を常に耳にし､時には応答もしなければならないという環

境をクラス内に作って､学習者をドイツ語に馴染ませ学ばせるという意味がある｡いわば､子

供が母国語を覚えて行く過程に近い環境で学習者自身による自然習得を促すのである｡しかし､

実生活とは違 う教室という特殊環境であり時間も限られているので､本当に子供が母国語を覚

えるようには行かない｡

一般にドイツ語のみの授業は応答練習による習熟が不可欠なので､一通りの文法項目を身に

つけさせようとすると長い時間が必要となる｡それゆえ通常の大学等での授業では時間が足り

ない｡したがって日本におけるドイツ語のみによる授業の場合も､週2回以上で 1年間以上の

期間をかけられるような専門学科における場合を除けば､文法項目の範囲を絞らざるを得ない｡

ドイツ語圏での場合も､一通りの文法事項をクリアするには､週3回の授業でも1年ぐらいは

かかるのが普通である｡5)

私が第三の折衷型授業を行ったのは､第一の理由である教師としての自分の ドイツ語能力の

制約以外に､教養で ドイツ語を受講しただけの学生6) には､聴き話す能力養成の授業をする

場合､折衷型の方が適しているのではないかと考えたからでもあった｡

第二の理由は教養の授業の復習補完の必要である｡教養の授業では一応文法を一通り終えて

いるが､実際には名詞や動詞の変化さえ忘れている学生が多い｡この ｢コミュニケーションド

イツ語｣では､それを思い出させるための復習も必要であった｡また外国人教師クラスで教養
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の授業を受けた学生は文法の一部しか学んでいない場合が多く､それを補 う必要も生じる｡ こ

のような復習補完をドイツ語のみで行 うことは､半期週 1回､しかもドイツ語のみの授業では

難しい｡

以上二つの理由は､どちらかと言えば消極的なものだが､第三の理由は､日本人学生には ド

イツ語のみの授業よりも理解しやすく効果もあるのではない かと考えたからであった｡

ドイツ語のみの授業をドイツ語圏で受けた日本人からしばしば聞かれる悩みは､｢分からな

いところが分からないままに授業が進んで行き､質問しようにもドイツ語の力不足で思うよう

にできない｡たとえ前もって用意して質問しても､その答えの ドイツ語が理解できない｡｣と

いうものである｡そのような授業が続くうちに追いて行けなくなり､意欲も失って挫折してし

まう例も少なくない｡

ドイツ語圏での講習の場合､日本人受講者が萎縮してしまうのに拍車をかけているのは､ク

ラスメー トとなることが多い西欧系外国人が､言語の類似性や国民性から､文法の間違いなど

気にせず積極的に質問応答する姿である｡これには ドイツでの語学講習体験者のほとんどが度

肝を抜かれてしまう｡

ドイツ語をシャワーのように浴びながら､自然習得を目指す中で､それとは全く異なるアプ

ローチである文法の説明を日本語で行 うのは､確かに自然習得の妨げになるとも考えられる｡

しかし､自然習得の環境が不完全であり､既に初期段階で文法という側面からドイツ語-導入

されてしまっている学生には､むしろ日本語による文法の説明も加えて並行的に進むのも有効

な方法ではないだろうか｡7)

このような理由から私は折衷型の授業を行った｡次にその授業の実際を報告し､聴き話す能

力養成を目指す授業検討の一助としたい｡

2.｢ドイツ語コミュニケーション｣平成14年度実施内容

授業の基本的なスタイルと方針は14,16年度とも同じである｡ この章では14年度の授業内容

を一通り示し､次章で16年度の改良点を中心に報告したい.

授業に際し､次のような点に留意するよう心掛けた｡

a.できる限り学生の口からドイツ語が発せられるようにする｡

学生自身が自分の力で考えて､それなりに内容のある文を発せられればと考えた｡

b.先ずは実物を手に取って､また目で見ながら､それについて話させる｡

これにより記憶もしやすく､また臨場感を持てるようにする｡

C.｢言いたいことを｣は難しくとも､｢それに近い内容を｣ 話せるようにする｡

挨拶､買い物､道を尋ねる等の定型的な内容を覚えさせて､ ドイツ語を話させるのでは

なく､意図に合わせて応用の利く形を目指した｡

d.文法の基本的部分の復習と応用の利く文型を身に付けさせる｡

文法を忘れている学生が多く､ましてや応用力までは身についていないので必要だと考

えた｡
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(1) 話すことへの導入

上述の留意点a.b.を考慮して､最も簡単な､動詞 habemを使った文の練習から入った｡そ

して､いくつかの決まった物品を選び何度もそれらについて話させて､性を含めてそれらの単

語を覚えさせてしまう練習をした｡これらの物品とそれを表す名詞は他の文法項目-移った後

もできる限り使 うように心がけた｡学生達が文法を忘れていることを予想して､文法の基本変

化をまとめたプリントを配付した｡

最初に覚える基本単語

dieDisketteディスク､dieTelefonkarteテレフォンカー ド､dasW6rterbuch辞書､

dasTaschentuchハンカチ､dasMesserナイフ､derHut帽子､derFtiller万年筆､

derKugelschreiberボールペン

毎回､クラスにこれらの物を並べ､質問する相手の学生にこれを持たせて以下のような応答

練習を行った｡

Washastdu? -- IchbabeeineTelefonkarte.

Washater? -H ErhateinenF也ller.

Wasbabeich? --- DuhasteinW6rterbuch.

最初は第一の文型で質問し､物の ドイツ語名や性を覚えたところで､一､三人称の形で質問

した｡誰でも答えられそうな簡単な質問だが､最初は滑らかにドイツ語が出て来ない｡無論､

不定冠詞の格変化やhabenの人称変化もミスがあった｡やはり､-年次に外国人教師クラスで

学んだ者の方が反応が速かった｡

これ以降の応答練習の際にも強調したのだが､｢動詞や冠詞の語尾変化のミスは一応訂正は

するが全く気にしなくて良い｡まずは何かしら言葉を口に出すことでコミュニケーションを可

能にすることが大切だ｡｣と繰 り返した｡

授業の順序として､必ず前の授業の応答練習を次の授業の冒頭で繰り返し復習し､その後に

新しい内容に入るようにした｡その結果､受講生たちは上で挙げた物品の意味や性を自然に覚

えていった｡

単調さから飽きさせないため､habenの練習のヴァリエーションとしてWasfiirein...?

gem…haben の文型を使い､さらに､kein(nicht)… ,sondem‥. の形も付加して練習した｡

Was爪irein-･?

Was氏ireinBuchhastdu? -I- IchhabeeinW6rterbuch.

Was氏irB也Cherhastdu? --- IchhabeNovellen.

Washastdugem? -- IchbabeeinenFilmgem

Wenhastdugem? --- IchhabePeter(ilm)gem

nicht(kein )A.日.,sondernB

Hastdu°inMesser?

HJa,ic九babeeinMesser.
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HNein,ichbabekeimMesser,sonderneineTelefbnkarte.

◆ヒアリング

応答練習の他に､随時 ドイツ語母語話者の短い ドイツ語会話をテープで聴かせて､耳を慣れ

させるようにした｡次第に少し複雑な聞き取り難いものに変えて行ったが､内容を全部聞き取

れなくとも､要点を押さえているかどうかを確認する質問に答えさせた｡

(2) 現在形から完了形へ

規則動詞の過去分詞の作り方を復習し､(1)でhabenの練習をした文章の末尾にgekauftを付

加させることで､現在完了形の文に変形する応答練習を繰り返した｡

Washastdu? 一一一 IchbabeeineTelefbnkarte.

Washastdugekauft? --- IchbabeeineTelefonkartegekatJft.

この方法は､普通の文法説明の進め方の順序とは全く異なるが､極めて易しいhabenの文か

ら､末尾に過去分詞を付加するだけで､たちまち現在完了形ができ上がるので､初級者にも飲

み込みやすく効果的だと思われた｡現在完了形の発生の由来からしても極く自然である｡8) 会

話では､大半が現在完了形で表現されるので､早い段階で取り上げるのも適切だと考えた｡

この練習を繰 り返した後､gekauR以外のgeschenkt等､また不規則動詞bekommen等も練習

し､さらに(1)で行ったwasfiirein...? またkein(nicht)...,sondem... の形を現在完了でも

練習した｡

WasfareinMesserhastdugekauft?一一IchhabeeinTaschenmessergekauft.

HatsieeinMessergekauft?

--Ja,siehateinMessergekauft.

--Nein,siehatkeinMesser,sonderneineTelefonkartegekauft.

(3) 3格目的語と前置詞

habenの練習の際に冠詞の4格を覚える機会があった｡ さらに 3格に慣れさせるため

schenkenを使った完了形で応答練習し､人称代名詞､所有代名詞の復習と､3､4格の語順も

説明した｡

WashastdudeinerMuttergeschenkt? 一一 IchbabeihreineBlusegeschenkt.

WemhatereinenBleistiftgeschenkt? - ErhatihnseinerFreundingeschenkt.

しかし､文法説明過多にならないように､学生には語順にあまり拘らないように言い､3格

も人称代名詞を中心にした｡即ち､

haben ⇒ haben- gekauft ⇒ habendir(3)･･･(4)geschenkt

のような展開を中心に応答練習を重ねた｡
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一応3,4格を終えたので､続いて前置詞の入った文の練習に入った｡ただ､文法の説明は教

養での復習を兼ねて最小限にし､次のsein支配の完了形-の準備として3,4格支配の前置詞に

ついて3格は場所を指定し､4格は方向を示すことに特に注意を促した｡

wohinfahrstdu?HIchfTahreindie(4格)stadt(f.).

WohastdudieUhrgefunden(-finden見つける)?

-Ichhabesieineinem(3格)warenhaus(n.)gefunden.

+4格insMeer,indieBerge,vordasRathaus,hinterdasTor
+3格imMeer,indenBergen,vordenRathaus,hinterdenTor

(4) sein支配の完了形

簡単にhaben支配とsein支配を説明し､(2)と同様にseinの現在形の文から変形する練習が馴

染み易いと考え､まずwerden(･･･になる)を使った文で練習し､後に運動方向を含む前

置詞句入りの文に移った｡

◆状態の変化を表す自動詞

Wasbistdu?

WasbistduimAprilgeworden?

WieistdeineMutter?

Wieister?

◆場所の移動を表す自動詞

WoistdeinVatergewesen?

WohinistdeinVatergefahren?

ErgehtinsMeer.

DukommstmachTokyo.

一一 IchbinStudent.

- IchbinS山dentgeworden･

- sieistgesund./ Sieistgesundgeworden.

ll Eristkrank. / Eristkrankgeworden.

H EristinParisgewesen.

- EristmachParisgefahren.

⇒ Erist insMeer gegangen.
⇒ DubistnachTokyogekommen.

この口頭練習は､この種の動詞のほとんどが不規則動詞であることもあり､haben⇒

haben- gekauftのようには上手く行かなかったが､haben支配の場合の方がずっと頻度が高い

し､間違っても通じる｡混同を怖れず言葉を発することが大事だと言った｡

(5) 助動詞構文

いよいよ文章表現に彩りを与えられる助動詞構文に入り､まずそのパターンを説明した後､

以下のような口頭練習をした｡

Wasmachstduheute?

Waswillstdumachen?

WasfareinenSportmachstdugerm?

Waswillstdumachen?

一一 IchspieleheuteTennis.

-I Ichwill heuteTennisspielen.

一一 IchspielegemTemis.

-- IchwiIl einenAusflug machen･

muss dieHausaufgabe machen.

m6chtemeineFreundin treffen.
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Ichdarr zuHause bleibem.

kann insKin° gehem

soll einenAusflug machen･

mag einenSpaziergangmachen.

◆書取り

聞き取りとドイツ語の綴 りの確認も兼ねて､簡単な文の書き取りを行った｡非常に簡単な文

章だが､口頭練習と日本語の説明ばかりの授業にアクセン トを与えるために､ヒアリング同様

挟み込んだ｡スペルのミス､大文字小文字のミスが若干あったが､ほぼ良い出来であった｡

IchhabeeinenBruder.Erhatgestem Geburtstag.IchhabeihmeinMessergeschenkt.Ichfahre

morgennitibm machDeutschland.EristzweiJahrelangdortgewesen.SokannergutDeutsch

sprechen.IchfTreuemichaufdieReise.Ichglaube,dassichinDeutschlandviellemenkann.

(6) 受動態 (未来形との比較)

受動態は会話の中で用いられる頻度は低いので､扱わなくとも良いとも考えたが､既に口頭

練習の際に使ったwerden(･･･になる)と同形で､さらに未来の助動詞としても使われるの

で三者の区別をまとめる意味を込めて､一通り口頭練習した｡

受動態

パターン werdenvon 動作主体(3格)･･････過去分詞

MeinVater ≠ird YonmeinerMutter geliebt.

未来形

パターン werden････････

MeinVater ≠ird･･･meineMutter･

本動詞 (･･･になる)

MeinVater ≠irdbaldsicherkrank.

【応答練習】

(1) 受動態

① LiebtdeineMutterdich?

② LiebtdeinVaterdich?

③ LiebstdudeinenVater?

(2) 未来形

① LiebtdeineMutterdich?

② LiebtdeinVaterdick?

③ LiebstdudeinenVater?

･不定詞

1ieben.

→ Ja,ichwerdeYonmeinerMuttergeliebt.

→ Ja,ic九werdeYonmeinemVatergeliebt.

→ Ja,meinVaterwirdYonmir geliebt.

→ Ja,meineMutterwirdmichlieben.

→ Ja,meinVater wirdmichlieben.

→ Ja,ichwerdemeinenVaterliebem.

(3) werden(･･･になる)

(∋ wirddeineMutterS山dent? - Ja,sie≠irdS山dent.

② wirddeinVatergesund? - Ja,meinVater≠irdgesund.

③ wirstduMutter? - Ja,ichwerdeMutter.
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これらの練習は身に付くまで繰り返すということではなく､一通り応答させるだけに留めた｡

会話中に受動態が現れた時､前に習ったかもしれないと思えるぐらいで良いと考えた｡

(7) 副文と従属接続詞

副文は会話では受動態と並んで頻繁には用いられないが､少し複雑なことを言うには､やは

り必要である｡ WissenSic,dass---･? Ichglaube,dass-･-等はかなり頻出する言い方でもあ

る｡

｢言えるドイツ語を｣ではなく､できるだけ ｢言いたい内容を｣ ドイツ語で話すための基礎

を与えたいので､この項目まで含めたかった｡しかし､分量的に学習内容が多過ぎるかもしれ

ない｡むしろ､(5)までの内容をもっと濃く反復練習するべきかもしれない｡

それで､副文と言っても関係文､間接疑問文にまでは入らず､従属接続詞で始まる副文に留

めた｡これにより少なくともドイツ語に特徴的な､副文では定動詞後置という要点がカバーで

きることで良しとした｡以下のようにパターンを示して口頭練習を行った｡

VonKlaushabeichgeh611,dal王duLehrerinbist.

従属接続詞 定動詞後置

WissenSie･･･? Ichglaube,dass･･･ Wennich･･･

1)wissenSic,dassereinenWagenhat? -- IchweiJ3,dassereinenWagenhat.

WissenSic,dassereinenWagengehabthat?

-- IchweiLS,dassereinenWagengehabthat.

2)Glaubstdu,dasserreichist? -- Ja,ichglaube,dasserreichist.

Glaubstdu,dassichkrankbin? -- Nein,ichglaubenicht,dassdukrankbist.

3)wasmachstdu,wenndureichbist? - IchkaufeeinAuto,wennichreichbin.

Wasmachstdu,wenmdukrankbist? 一一 IchliegeimBett,wennichkrankbin.

(8) チェックテスト

学期末試験を兼ねて､書き取りと口頭試問という形でチェックテス トを行った｡

ドイツ語コミュニケーションⅠチェックテス ト 平成14年7月10日 (水)

書き取り問題文

"Ichhabegestem langmitdemComputergearbeitet.""Achso,dubistsehrfleiL3iggewesen.Ich

habegestemNachmittagmitmeinerFreundinTennisgespieltunddannsindwirinsKinogegangan.''

"WasfiireinenFilmhastdugesehen?""EinengutenFilm!Dumusstihnauchsehen.…'Sowillich

morgenAbenddenFilmsehen.'.

ミスの数は､ 2から20まであったが､まあまあの出来だと思 う｡ ミスで多かったのは

Nachmittag,Freundin,sehr,ihn,will,Film(大文字),gewesen,abend(最後をtとしてしまう｡)等の

スペルだった｡
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口頭試問と解答例

1)何かを持って

Washastdu? --- IchhabeeinMesser.

2)あなたがMesserを買ったとして

Washastdugekauft? 一一一 IchhabeeinMessergakauft.

3)井上が何かを持って

Washabeich? -I- DuhasteinenKugelschreiber.

1)でeineMesserと言ってしまった1名以外は､1)-3)までほぼ全員正解｡

4)あなたが(私､母､父､兄弟､姉妹)に Kugelschreiber を贈ったとして

WemhastdudenKugelschreibergeschenkt?

一一一 Ichhabedir/meinerMutterdenKugelschreibergeschenkt.

多くの学生がdirで答えて正解｡ ミスは､dichとしたものが1名､3名がmeinemVaterで

答えようとしてmeine聖Vaterと変化を間違った. meinem Vaterと正解 した 1名､ihn

meinerMutterと正解したのも1名あった｡

5)｢黒い､良い､鋭い｣ナイフを贈ったとして (形容詞のヒントあり)

Was鉛reinMesserhastdugeschenkt? 一一一 Ichhabedir/ihm/meinemVater/einscharfes

Messergeschenkt･ ほとんど全員正解｡ 1名がsch@fesと言い､ 1名が最後のgeschenktを

抜かした｡

6)wasmusstdumorgenmachen?適当な答を用意して｡

この間は6名正解｡ 1名がIchmussinsKin°gehen些垂堅.と最後に余計なmachenを付

け､さらに1名はIchmussinsKinogehen哩 ｣竺旦垂堅.としてしまった｡Ichと言った

ままフリーズしてしまった者も1名｡

7)washastdugestemgemacht?適当な答を用意して｡

ここは5名正解｡IchhabeeinenHutgekau氏.IchhabedieHausaufgabegemacht.Ichhabe

einenSpazierganggemacht.IchhabeeinMessergekauft.

2名がフリーズ｡ 1名がIch垣垣 insKin°gestemgehen.1名がIch些 insKin°gegangen.

とhabenを使ってミス｡

このように細かいミスはあったが､ほぼ内容的には意味が伝わる範囲のミスだった｡受動態､

従属接続詞については､あまり丁寧に練習しなかったので出題しなかった｡

3.｢ドイツ語コミュニケーション｣授業報告 16年度の改良点

(1) 話すことへの導入

この授業担当の平成12年度､14年度は､2章で示したように､すぐに動詞habenを使った文

の練習から入ったが､14年度の学生の授業評価9)での ｢もっと会話を増やして欲しい｡｣とい

う希望を考慮して､16年度の授業は､ トピックを決めての導入方法で始めた｡つまり､自己紹

介の場面を想定しての応答練習から始めた｡しかし､あくまでも定型文を覚えるという形では

なく､文型を身に付ける初歩段階の意味で行った｡
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まず次のような例を示して参考にさせた｡
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selbstvorstellung自己紹介

①Name:名前 IchheiJ3eShuichiInoue.

②Beruf:職業 IchbinProfTessoranderUniversitatMiyazaki.

③Herkunft:出身 IchkommeausTokyo.

④Hobby:趣味: IchspielegermGO.

⑤Geschwister:兄弟姉妹 IchbabeeinenBruder.

それから､規則動詞の変化を学ばせるためによく行われる､名前､職業､出身地､趣味､兄

弟姉妹について聞くという形で始めた｡

WieheiL3tdu? - IchheiL3eMichikoTanaka.

Woherkommstdu? -- IchkommeausKumamoto.

以下のような応答例も与え参考にさせた｡

応答例

1.WieheiJlenSic? WieheiLltdu? - IchheiL3eKiyoArita.

2.WasmachenSie? Wasmachstdu? 一一 Ichbinlngenieur.

Kaufhann,Angestellte,Bemamte,Architekt,Musiker,Maler,Arzt

3.WoherkommenSic? Woherkommstdu7 -- Ichkomme乱usLitauen.

ausFrankreich,ausParis,ausKiyotake,auslndien

41WasistIhrHobby?WasistdeinHobby? - IchspieleTennisgem.

spazierengehen,B也cherlesen,Klavierspielen,tanzengehen,fTemsehen

5.HabenSieGeschwister? HastduGeschwister? H IchbabeeineSchwester.

einenBruder,eineJungereSchwester,zweiBrtider

学生達は､つっかえながらも次第に応答に慣れていった｡またこの応答練習を糸口に､一つ

の応答からさらに話題を広げて行くという課題を後半に与えることになった｡この新たに付加

した部分に続けて､2章の(2)の段階-移った｡

応答練習をして気づいたことは､受講生の数によって､授業の進行速度がかなり異なること

だった｡14年度は10名程で､一人ひとりに質問し答えを待って次に進むのにかなりの時間を要

し､滑らかには進まず､学生一人当たりの練習量も少なくなってしまった｡16年度は6- 7名

だったので､少し応答が遅れても流れはまあまあスムーズで､かなりの練習量を課せた｡この

方式では､教師と学生との応答練習が決定的な役割を演じるので､クラスサイズは10名ぐらい

が限度で､それ以上だと時間がかかり過ぎてしまう｡ ドイツでも10名というのは少ない｡この

ように週一回だけで半期の場合､応答の遅い学生をスキップして行く訳にはいかないので､ク

ラスサイズはかなり小さくなくてはならない｡
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(2) 現在形から完了形へ

平成12,14年度には､次の授業までに ｢家で今 日の復習をし､特に口頭練習の文を何度も口

に出して練習するようにC｣とは言ったものの､実際にはあまり実行されていなかった｡授業

と授業の間の1週間は長く､その間全くドイツ語に触れないのでは学習効果が低い｡そこで､

平成16年度には学生に宿題を課すようにした｡

宿題 :washastdumdergoldenenW∝hegemacht?に対する応答例を作って来ること｡

学生の応答例 (下線部を-で訂正)

A

IchbabejmKaumauselngekauft･ → etwasgekauflかblngumKaufhauselnkaufengegangen･

IchblnlnSKlnOgegangen.

lchbabeauswartsgegessen.- jneinemRestaurantgegessen.外食 した

IchbabeemLiedgesungen.

1ChhabeimSchaumbadgebadet

ら

IchhabeindenLadengearbeitet. → dem

lchbinjndieSchuleAutosgeggangen･ → Fahrschule

Tch!垂 einAutogefahren. - habe｢車を運転した｣か mjtdemAuto｢山で行った｣

LchblnmachSaitogefahren.西都-

1chbininsMuseumgegangcn.

C

IchbinnachderCanlpgefihren･ → zumZeltengegangen

lchesseeinKuchen. → einSttick

lchbabeeine早世!竺gekauft･ → Blume
lchschenkemeinerMuttereineBltime. 一一→ Blume

Tchhabe°inBuchge】esen

D

IchzurBckzurTokushima. → blnmachTokushimazurGckgefhhren.

TchbabegesehentdleFreundln. → dieFreundingesehen

Wirhabensi°hvergntigen･ → unsvergr山gt

応答例を見て判るように､学生の作った文には文法的なミスや､実際そうは言わない言い方

が含まれているO和独辞典を参考に自分の力の範囲で作ったのだろう｡これらのミスについて

は､学生全員に原文と訂正文をプリントして配付した｡これにより学生が陥りやすいミスを全

員がチェックできると考えた｡

これでは話 し聴く能力養成の授業ではなく､作文の授業めいて来てしまったが､話すために

は結局文章が作れなくてはならないと考え､そのまま進めた｡これは14年度に授業と授業の間

がブランクになってしまったのに比べ､学生の意識をドイツ語にひきつけて置くのに役立った

ように思われる｡
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しかし一方で､話し聴く能力を応答練習から身に付けさせるという狙いが､作文を課したこ

とで阻害される怖れもあった｡なぜなら､作文は辞書を引き調べて善くという､耳と口による

反応とは全く異なる能力を使 うからである｡問題を感じながらも上述の利点もあるので､最後

までこの方法で通した｡

学生の応答例から判るのは､ミスはあるものの訂正を一切行わなくとも､コミュニケーショ

ンという文章の本来の役割は果たしている例ばかりだということである｡まさに､このような

文章を日本人は西欧人ほどには口に出せない｡逆に多くの西欧人が初心者であっても､この程

度のミスはものともせずどんどんしゃべる｡

そこで､学生達には ｢教師としては一応訂正するがドイツ人との会話においては､これらの

文は訂正なしで十分言いたいことが通じるのだ｡｣と強調した｡間違いを怖れずこのまま話し

てしまって良いと｡会話では正しいことより伝えることが第一義だと｡

参考にもう一つ､学生に課題とした話法の助動詞を使った文例を挙げる｡

A

IchwillheuteNachmittageinenComicslesen.→ einenComic

IchwilleineReisemachen.

IchwillheuteeinBildmalen･→ einBildなしも可

IchkannheuteNachmittagschlafen星車型. - gehenなしが普通

IchkannheuteAlkoholtirinken. → alkoholischeGetranke

Ichkann重きKlavierspielen. - dasを取る､楽器を弾く場合冠詞なし

B

IchwillBticherlesen.

IchwillmachKyotoreisen.

Ichmussstudieren. 大学-行かねばならない｡｢勉強せねばならない｣は1emen

lchmussjedeWochejobben.

tchkam etwasChinesischsprechen.

C

IchwillmachFukuokanitdemZugfもhren.

IchwillnichtComicStib,sondemNovellenlesen･-i Comics

IchmussGitarre也bennachmittaS. → nachmittagsGita汀etiben

Ichmussauthanchenfhiherabmoren. → Ichmussabmorgen鮎heraufstehen

IchkannnichtnurAlkohol,sondern auchschwarzerKaffeetrinken. i nichtnuralkoholische

Getranke,sondemauchschwarzenKaffeetrinken.

(3) 既習の単語､構文を使って会話文を作る

(1)話すこと-の導入で自己紹介というトピックから始めたこと､また作文を宿題としたこと

から､｢一つのトピックで会話文を作り､それを発展させて行く｣という課題を与えようと思

いついた｡これにより､なるべく自分の言いたい内容を話す基礎を作ろうと考えた｡さらに､

自ら作った会話文を暗証させて文型を身に付けさせようとしたが､時間切れでそこまではでき
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なかった｡

始めに既習の構文をまとめて示した｡

既習の主な構文

①持つ :hast+4格

②助動詞構文 :

③現在完了形 : (haben支配)

④ (sein支配)

⑤従属接続詞の副文 :

井上 修一

Washastdu? 一一 IchbabeeinenKugelschreiber･

Waswillstdumachen?

一一 IchwillihmdiesenFtillerschenken.

Washastdugemacht?

一一 IchbabeれiemeinenEltemGeschenkgemacht･

Bistdukrank?-Nein,ichbinschongesundgeworden,

Ichglaube,dassdirKyotosichergefallt!

1)最初の会話文

トピックはそれぞれ､Aデパー ト､B出会い､C病気､D旅行､E二日酔い､F洋服店と､

うまく分かれた｡語順や用法のミスはあるが､どの会話文も訂正なしでほとんど内容は通じる｡

文章を教養 ドイツ語のテキス トから取ったり､単語を和独辞典で調べたものもあろうが､文章

を作る能力が出来てきているように思えた｡

A

Karin: GutenTag!WashastduamWochenendegemacht?

Angelika･.GutenTag!IchbinimKaufhauseinekauft. - zumKaufhauseinkaufbngegangen

あるいは Ichwareinkaufen.

Karin: Washastdugekau氏?

Angelika:IchhabeeineMelonegekauft･

Karin: Wunderbar!Ichwill垂 etwasessen.- sieを取るo

B

A:GutenTag!

B:GutenTag!Wirhabenunslangenichtgesehen.Wiegeht'S?

A:Danke,sehrgut.Unddir?

B:Gut.Wasmachstdujetzt?

A:IchtreffemeineFreundinhier.

B:Achso,lchwiinche,dassdufhihertreffstkannst. - hoffe,dassdusiefmh(bald)treffen

kannstあるいはIchwtinschedir,dassdu...

A:Danke.

C

A:GutenTag!Wiegehtes?

B:Nichtsogut.DerKoftutmirweh. -

A:Oh,dasistnichtgut.Ich幽唾!,dassdu

K∫ankenhausかzumArzt

IchhabeKopfschmerzen

insK∫ankenhausgehensollst.

B:Ja,ichwill.Dankesch6n! - willの後に目的語としてesが必要

→ glaube,zum
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A:CuteBessemng!

D

A:Waswillstduneuerdings?

B:IchwillumdieWeltreisen.- eineWeltreisemachenが普通

A:HastduvielesGeld? -う vielGeld

B:Nein.Ichglaube,dassichwillsparen.- sparenwillなお､aberを入れて

Aberichwillsparenの方がいい｡

AGottsegnedich!

E

A:GutenTag!

B:Tag!

A:WieRihledudich? - Rihlst

B:IchhabemichkrankgeRihlt.

A:Warumbistdukrank?

B:IchtrankgestemvielalkoholischeGetranke.→ habegestemzuvielgetrunken.

現在完了形で｡alkoholischeGetrankeを省略する方が普通

Ichwillgerade垂 Medikamente垣垣 .- einMedikament(ein)nehmen.

A:DerAlkoholistggMekikament.- ｢酒は百薬の長だよ｡｣は難しい｡°ingutes

MedikamentあるいはMansagtauch,dassAlkohol

mannchmalgutAirdieGesundheitist.

F

Verkauferin:Bittesch6n?GutenTag!

Gast: Ichm6chtegemeinenRock.

Verkauferin:WiegefalltIhnenderroteRockhier?

Gast: Gut,ichnehmeihn.Urigens,washatesinderKarton?

- washastduindenKarton?

Verkauferin:DasistderbraunePullover.100%wolle.- einblaunePullover
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Cast: Wunderbar!Waskosteter?

Verkauferin:Erkostet100Euro.

Gast: Nein,...Ichkannkeinilm kaufen.Rabattbitte.

) Ichkannilm nichtkaufen.Bitte,gebenSiemireinbiJ3ChenRabatt!

2)会話文の発展

1)の会話を発展させるような後続文を考え､一つのまとまりのある会話の完成を課題とした｡

A

Angelika:Essenwirdie(Melone).Ichhabeumzuessenzusammengekauft. 食べようよ｡一緒

に食べるために買ったんだよ｡

-う Essenwirzusammen!IchhabediegekauR,umsicnitdirzusammenzuessen.

簡単にRirunsgekauftでも良い
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Karin: AIsodoch!Ichbinfroh.Urigens,wissenSie,dassHansinden

SommerfTerienmachJapanfahrt? → WeiL3tdu

Angelika:Ja,ichweiL3es.VonHanshabeichesgeh6rt.

Karin: Ichm6chteauchmachJapanfahren.

Angelika:Ichauch!

B

C:Hallo!Entschuldigebitte,dassichzuspatkomme!

Al.HalloT.Wiegehtls?

C:Danke,sehrgut.

A:B,DasistC.SickommtausJapan.

B:GutenTagHchbinB.KommenSiehierzumerstenMal? → hierher

C:Ja.

A:NunfhhreichdurchdieStadt,Kommstdumit? -→ dichを入れる

B:Ja,gem!

C

ImKrankenhaus.

Arzt.･WasfehltIhnendenn?

Maria:IchhabeKopfschmerzen.

Arzt:HabenSicFieber?

Maria:ichglaube,dassichkeinFieberbabe.

Arzt: Siehabesi°hleichterkaltet.IchverschreibelhnenTabletten.- haben

Maria:Dankesch6n!AufWiedersehen!

Arzt:CuteBesserung!

D

A:Jobbstdu?

B:IchbabeschondiehalbeSum evomReisegeldgespart･

A:Was氏ireinJobistdas?Cafi? → ArbeitestduimCaf芭?

B:Nein,IchjobbenichtimCafi,sondemimSupemarkt,undauchinderBuchhandlung.

A:Duarbeitestwirklichviel!

B:Waswillstdu?

A:Ichwillauchreisen.ZumBeispielwillichmachKyotooderHokkaidoreisen.

B:DubistRealist.

E

B:Danke.Urigens,morgenistKarinsGeburtstagsParty.Wotreffenwiruns?

A:Wiew畠reesum5UhrimCafeKranz?

B:Ja.Tsch也S!

A:Tschtis!

F

VerkaufTerin:Nein,ichkannIlmenkeinRabattgeben. → keinen

Cast: Ichbabeguteldee･IchbabekeinGeld,aberTalentzumHandeLDar√ichbier
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zusammenmitIlmenarbeiten? → eineguteldee冠詞が必要

VerkaufTerin:Ja,nattirlich.IchhabeSiegem.
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初めてzu不定句を使お うと試みた学生も居たので､｢不定句内では不定詞が一番末尾に置か

れる｣ことが要点と簡単に用法を教えた｡

1)､2)全体を見ても､語尾のミスや過去､現在､現在完了の選び方､また冠詞の区別や形

容詞の選択など､どれもミスとしては小さい｡ ドイツ語を知らない人が見れば､ちゃんと会話

しているように見える｡ ドイツ語母語話者以外の多くは､こんなミスは実際はいつも犯してい

る｡ だから臆せず話すことが肝心だと再度強調 した｡

この後は､ほぼ14年度と同様のチェックテス トを行って成績をつけた｡あえてチェックテス

トの詳細はもう挙げない｡口頭試問はコミュニケーションという意味では､14年度同様まずま

ずの出来だった｡

この授業に対する学生による授業評価も行われたが､比較的良い評価だった｡自由記述欄に

は､｢文法だけだとドイツ語の授業と変わらないのでつまらないが､会話もたくさんあってコ

ミュニケーションだという感 じで面白かった｡｣｢ドイツ語での質問 ･応答が多かったので 1年

のようにただノー トワークするだけより話せるようになったと思 う｡｣｢ドイツ語を少 しは話せ

るようになったと思う｡｣のように､ほぼ満足の回答があった｡他方､｢『独語コミュニケーショ

ン』なので､もっとコミュニケーション分野を増や して欲 しい｡｣と､日本語による文法説明

等を減らし､口頭での応答練習をもっと増やすことを望んでいると見られる回答､また､｢楽

しい授業でした｡私に ドイツ語の力がしっかり備わっていればさらに充実した時間を過ごせた

はずなのに･---･と非常に残念です｡｣のように､教養での ドイツ語の基礎力の不足から､授

業に追いて来にくかったと見られる回答もあった｡

今年度は受講者が少なかったので､授業はや り易かったが､この少人数の評価からあまり決

定的なことは言えないと思 う｡ しかしこの少ない回答中にも､この授業の問題点が現れている

ように思われるQそれは

①学生は教養での大クラスでの文法説明中心の授業をつまらないと思っていること

②会話中心の授業を望んでいること

③学生によっては､会話するためには ドイツ語の基礎力が欠けていると感 じていること

の三点である｡これはまさに我々教師の多くも共通に感 じていることのように思 う｡ただ 1章

で述べたように､授業回数と時間､クラスサイズの制約により②を満たすことが難しく､また

興味を起こさせる授業を工夫しているつもりだが､①の問題もクリアが難 しい｡そして多くの

教師が ｢学生が思 うほど文法と会話は相反するものではなく､普通はむしろ会話にも文法の知

識は不可欠なのだが､学生はそれを理解 しない｡｣と思っている｡前半の回答がそれを物語っ

ているように見える｡ しかし､実際に口頭練習による会話中心の授業を受けてみると､はじめ

て文法や語重力を含む基礎が大切だと分かることを､③の回答から読み取ることもできるので

はないか｡ただ文法と会話を相反するものと捉えている学生の方が多いことは確かだろう｡
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4.むすび

以上､｢コミュニケーションドイツ語｣と冠された聴き話す能力養成を目的とした授業の報

告という形で､ ドイツ語授業一般についても触れながら､ ドイツ語授業を巡る様々な問題を考

察した｡

1章では､ ドイツ語授業一般に対して私が抱いて来た考えを､そのおおまかな分類の中で示

し､どのような考えで授業に臨んだかの説明とした｡要するに､大クラスサイズと限られた時

間数では困難な､聴き話す能力養成のための授業を､時間数は少ないながらも小クラスサイズ

という好環境の中で試みたのだった｡

クラスサイズ､授業時間数とは異なるもう一つの大きな条件設定は､授業をドイツ語のみで

行うか､日本語も交えて行うかの点である｡これは消極的な意味では､元々自分の能力から前

者は難しいのだが､むしろ積極的な意味で ｢日本語の説明を交えて行 う授業の利点もあるので

はないか｣と仮定して授業を試行したのだった｡この折衷型の授業が効果的でありうる条件は､

授業対象の学習者が日本の大学の教養教育において､大クラスサイズ､少ない時間数で文法解

説中心に ドイツ語を学んだ場合ということである｡ この ｢ドイツ語コミュニケーション｣の受

講生はほぼ､この条件に当てはまっていた｡それでは､結果はどうだったのか?

授業は効果的だったのか､それともあまり成果はなかったのか?

これに対する答えは､一つは授業の達成度をどのレベルに置くかに因るし､学生の質も年に

よって多少の差があるし､対象者が少なすぎるので､もう少し長期に渡って試行しなくては分

からない面がある｡さらに当然ながら､日本語の説明を交えない授業との比較が必要だろう｡

したがって､この二期半の授業のみでは明確な結論は出せない｡また結論を出す必要もない

ように思う｡ここでは､私の試行に限って私見として､それなりの効果はあったように思われ

るとするだけで十分ではないだろうか｡今後､様々な場所で様々な条件で ドイツ語授業が行わ

れるだろうが､特に教養の授業以外は､その条件が多種多様なので到底単純比較することはで

きない｡ただ ｢ある条件でこのような結果だった｣という形で､様々な試行が紹介されること

は ドイツ語授業を考える上で有益ではないかと思われる｡

私の試行もそのようなものの一つとして､何かの参考になれば幸いである｡

注

1.平成12年､14年､16年と ｢ドイツ語コミュニケーション｣を担当した｡平成12年の時は半期を二人の

教員で分担した｡平成14年､16年には半期を一人で担当した｡

2.地域文化課程の教育目標は､コミュニケーション科目については､以下のように定められている｡

国際社会でのコミュニケーションの道具としての外国語を習得すること

独仏語については､教養教育で習得した基本的な文法の知識と初歩的な読む･聴く･話す能力をも

とに､主として簡単な内容の独仏語を聞いて､話す力の向上を目指す｡

3, ｢コミュニケーションドイツ語Ⅰ｣は前期､｢コミュニケーションドイツ語Ⅲ｣は後期で､いずれも

半期約15週のみの授業である｡

4.西日本地区のインターウニにホスピタントとして二度参加させて頂いたが､そこでは主にドイツ語の

みによる授業が行われていたO多くの日本人教員も参加されており､ほぼ4､5日という期間である

が図､絵､写真､実物等の教材も良く準備され､教員のドイツ語能力も高く､良い授業がなされてい
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て感心させられた｡

5. ドイツのゲーテインスティチュー トの場合でも､初級文法の項目をカバーし終わるのを基礎段階終了

とみても､過3回午前中の授業として1年間はかかる｡

6.宮崎大学では教養教育において､英語以外に独､仏､中国語の中から1言語4単位が必修となってい

る｡｢コミュニケーションドイツ語｣を受講する学生は､教養で ドイツ語を受講した2年次生が対象

である｡したがって受講者は1年間だけ週2コマ､大クラスでの授業を受けているものが大半である｡

(他に1クラス40名以下の外国人教師担当クラスで受講した者が含まれる｡)

7.FrankMielke:DeutschlektoratundJapanischlemen?in''AnjapanischenHochschulenlernen"M也nchen

indicium,2000S.273-278

日本の大学で教えるドイツ語を母国語とする教員の中にも､FrankMielke氏のように ｢様々に条件

の異なることを考えれば､授業で日本語を使 うことの是非に対する二者択一的結論はない｡｣とした

上で､日本語による説明の効果を挙げている方もある｡

著者は､｢例えば初級者向けの授業において､学習者がある規則を､どのようにか自然と理解する

だろうと期待するよりは､日本語で説明する方がより持続的学習効果をもたらすだろう｡｣とし､さ

らに､｢二つの言語に共通するものと異なるものとを指摘することは､学習を容易にするだろう｡｣と

述べている｡

また､私事にわたるが､私の娘は高校 1年16歳の時､ウィーンの ドイツ語学校に通ったが､帰宅す

ると､当然 ドイツ語について私に様々な質問をした｡私はそれに日本語で答え説明したが､それは自

然習得を妨げた面もあったと思うが､娘の ドイツ語習得を容易にした面も少なくなかったと思う｡

8IIngridDal:比urzedeutscheSyntaxMaxNiemeyerTtibingen1966S.121-

古ゲルマン語時代には現在形と過去形のみで現在完了形は存在せず､古高 ドイツ語時代にようやく､

現在完了形が広く用いられ始めた｡その経過中で､過去分詞は元々habenの目的語にかかって状態を

示すものであったが､次第に ｢haben･･･過去分詞｣というパターンが完了を表す型として定着し

た｡

9.宮崎大学教育文化学部では平成15年度から､学生による授業評価が専門科目にも導入された｡この授

業については､自己点検評価委員会から依頼されて14年度の学生授業評価試行の際に､学生からのア

ンケー トを取った｡しかし､この試行は無記名ではなく記名だったので､無責任な記述は避けられた

だろうが､必ずしも自由に書けたかどうかはわからない｡その自由記述欄に ｢もう少し会話が多い授

業の方が良かった｡｣という要望もあった｡
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